
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新年あけましておめでとうございます。今年もいろいろな食べ物を食べ、たくさんの“おいしい”を感じてほしいです。１月に

は、年始の伝統行事を始め、全国学校給食週間があります。学校給食では、日本の食文化や伝統的な食べ物を知ってもらえるよう

に、豆・魚・海藻を使ったり、和食の献立を取り入れたりしています。日本の食文化を大切にしていきましょう。 

 

学校給食の起源は、明治22（1889）年にさかのぼります。山形県の大督寺というお寺の中にあった小学校で、お弁当を持って

こられない子供たちに、昼食を無償で提供したことが始まりとされています。その後、全国へと広がりましたが、戦争による食料

不足などの影響で中断されてしまいました。戦争が終わっても食料不足は続き、子供たちの栄養状態が心配されたことから、学校

給食の再開を求める声が高まりました。 

アメリカのLARA（アジア救援公認団体）から贈られた物資を使い、昭和22（1947）年１月に給食が再開しました。 


